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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月17日(2019.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）潤滑油基油、
（Ｃ）（Ｃ－１）質量平均分子量４，０００～７，０００のコハク酸イミド化合物または
ホウ素化コハク酸イミド化合物、
　　（Ｃ－２）質量平均分子量７，０００超～１０，０００のコハク酸イミド化合物また
はホウ素化コハク酸イミド化合物、及び
（Ｄ）リン系極圧剤を含むことを特徴とする潤滑油組成物であって
該潤滑油組成物はジチオリン酸亜鉛を含まず、かつ硫黄系極圧剤を任意で含んでいてもよ
く、但し該硫黄系極圧剤の含有量は潤滑油組成物中に０．１質量％以下であり、且つ
前記（Ａ）成分の一部または全部として、１００℃での動粘度６～８０ｍｍ２／ｓを有す
るポリα－オレフィン又はα－オレフィン共重合体を、潤滑油組成物全体の質量に対して
５～３０質量％で含有する、
前記潤滑油組成物。
【請求項２】
（Ｂ）質量平均分子量１５，０００～４０，０００を有するポリメタクリレートをさらに
含む、請求項１記載の潤滑油組成物。
【請求項３】
（Ｃ－１）成分及び（Ｃ－２）成分の一部または全部がホウ素化コハク酸イミド化合物で
ある、請求項１又は２に記載の潤滑油組成物。
【請求項４】
　前記（Ｃ－１）成分または前記（Ｃ－２）成分の各々において、ホウ素化コハク酸イミ
ド化合物の質量に対するホウ素の含有量が０．１～３質量％である、請求項１～３のいず
れか１項記載の潤滑油組成物。
【請求項５】
　前記（Ｃ－１）成分と前記（Ｃ－２）成分の質量比が（Ｃ－２）／（Ｃ－１）＝１～１
０である、請求項１～４のいずれか１項記載の潤滑油組成物。
【請求項６】
コハク酸イミド化合物が下記式（１）又は（２）で表される、請求項１～５のいずれか１
項記載の潤滑油組成物
【化１】
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【化２】

上記式において、Ｒ１は互いに独立に炭素数４０～４００のアルキル基またはアルケニル
基であり、ｍは１～２０の整数であり、ｎは０～２０の整数である。
【請求項７】
　１００℃における動粘度３～１０ｍｍ２／ｓを有する、請求項１～６のいずれか１項記
載の潤滑油組成物。
【請求項８】
粘度指数１５０以上を有する、請求項１～７のいずれか１項記載の潤滑油組成物。
【請求項９】
　（Ｄ）リン系極圧剤が、酸性リン酸エステル、酸性亜リン酸エステル、リン酸エステル
、亜リン酸エステル、及びこれらのアミン塩、リン酸、及び亜リン酸から選ばれる少なく
とも１種以上である、請求項１～８に記載の潤滑油組成物。
【請求項１０】
　（Ｄ）リン系極圧剤が、酸性リン酸エステル、酸性亜リン酸エステル、リン酸エステル
、亜リン酸エステル、及びこれらのアミン塩の中から選ばれる少なくとも１種以上と、リ
ン酸及び亜リン酸から選ばれる少なくとも１種以上との組合せである、請求項９に記載の
潤滑油組成物。
【請求項１１】
さらに（Ｅ）金属清浄剤を含有する、請求項１～１０のいずれか１項記載の潤滑油組成物
。
【請求項１２】
さらに（Ｆ）エーテルスルホラン化合物を含有する、請求項１～１１のいずれか１項記載
の潤滑油組成物。
【請求項１３】
無段変速機用である、請求項１～１２のいずれか１項記載の潤滑油組成物。
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